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作業前ミーティング

作業員人数の確認 1 2 2 1 1 1

施工箇所の確認 1 2 2 1 1 1

道具・保護具の動作、数量確認 2 2 4 1 1 1

2 2 4 1 1 1

　

清掃作業

2 1 2 1 1 1

2 1 2 1 1 1

2 1 2 1 1 1

落ちた埃等の掃除行う 2 1 2 1 1 1

お客様と清掃エリアの区画を外す 2 1 2 1 1 1

「清掃中」標示板を撤去する 2 1 2 1 1 1

片付け

使用した道具類を片付ける 2 1 2 1 1 1

作成日 令和6年3月25日 高所用モップ ﾍﾙﾒｯﾄ、手袋、安全靴、安全ﾁｮｯｷ

　（ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ）　　ト イ レ 清 掃 （高 所）　　作 業 手 順 書　

会社名 中日本ﾊｲｳｪｲ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ名古屋㈱ 主な設備、仕様機械 主な使用工具、器具 安全設備、保護具 使用材料

改訂日 保護ﾒｶﾞﾈ、ﾏｽｸ

作成者 西尾

必要資格等 作業人員

その他
備考

　　　　　　参         考        図　　　（写　　  真        等）
（品質、トラブルも含む） 点検・確認

準備工

作 業 工 程 No 単位作業 と その主な手順

危険有害要因（予測される災害・事故） 危険要因

危 険 有 害 要 因 低 減 対 策

誰　が 対策後

1 人員不足により作業量が増え近道行動によるケガ 適切な人数で作業を行う 全員

2 施工箇所の確認不足による労働災害 施工箇所の確認を十分に行う 全員

全員

3 道具の破損によるケガ 道具、保護具の始業前点検をしっかり行う 全員

4 作業場所の区分 お客様が清掃エリアに入ってケガをする 標示板、ラバコン、コーンバーを用意する

本作業

1 作業前に「清掃中」標示板を設置する 標示板の未設置によるお客様とのトラブル 「清掃中」標示板をお客様の目立つ位置に設置する

3 伸縮モップ等を使用し高所を清掃する 落とした汚れが落下して、お客様にあたる可能性がある 清掃箇所を明確に区切ってから作業を行う 全員

全員

2 お客様と清掃エリアの区画を行う お客様との接触や転倒のトラブルがおきる 清掃箇所を区切ってから作業を行う 全員

4 埃が目の中に入る。 保護眼鏡の着用を必ずする 全員

5 お客様との接触や転倒のトラブルがおきる 周囲の安全確認を実施してから区画を外す 全員

6 撤去時に、標示板で怪我をする。 保護手袋を必ず装着する。 全員

片付け

1 清掃用具の故障により作業に支障が出る 清掃用具の点検・整備を行い所定の場所に収納する 全員

作業状況

作業状況


